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学校部活動の現状と課題



平成の３０年間で公立中学校の生徒数は約４割減、学校数は１割減で学校規模が大幅に低下！

（全国）



（北海道）







部活動の在り方を見直し、学校と地域の連携、地域で子供たち
が活動できる環境の整備等により、持続可能で豊かなスポー
ツ・文化芸術環境を再構築する必要がある

◇生徒数の大幅な減少により、学校単位での部活動が成り立たない・・・

◇ 部活動数の減少により、子供たちがやりたい活動を諦めざるを得ない
環境に・・・

◇ 教員の⾧時間勤務、教員の指導者不足が深刻化・・・



これからの部活動の方向性
～国の方針～



国の方針～総合的なガイドライン～



1 少子化の中でも、
将来にわたりスポーツに継続して親しむことができる機会を確保

3 持続可能で多様なスポーツ術環境を一体的に整備し、
子供たちに多様な体験機会を確保

2 これまでの部活動の意義を継承・発展し、
地域での多様な体験、豊かな交流による新しい価値を創出

部活動の地域移行で目指す姿

部活動の地域移行では、生徒の望ましい成⾧のために、地域の持続可能で
多様な環境の一体的な整備により、地域の実情に応じスポーツ・文化芸術
活動の最適化を図り、体験格差を解消することを目指したい



【出典:スポーツ庁】



①学校部活動
【位置付け】

学校教育の一環

②学校部活動の
地域連携

生徒の活動機会の確保

・合同部活動の実施
・拠点校方式の導入
・休日の部活動推進
・部活動指導員の配置

③休日の
地域クラブ活動

学校との連携

④地域クラブ活動
【位置付け】

地域の方々が中心となって
行われる活動

・活動方針や活動状況
生徒に関する情報の
共有

地域移行のイメージ

受け皿の確保 予算の確保

人材の確保 場所の確保

少子化の中、持続可能な体制

地域の実情に応じた段階的な体制整備

まずは段階的な地域連携
地域移行にむけ

休日の部活動に向けた環境整備を



各市町村においては

① まずは、休日における地域の環境整備を着実に進める

② 平日の環境整備はできるところから取り組む

③ 段階的に体制整備を進める（部活動の地域連携）

④ 令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間と
位置付け、可能な限り早期の実現を目指す

地域移行に向けた環境整備



【出典:スポーツ庁】

拠点校



休日の部活動から段階的に地域移行することを基本とするが、
合意形成や条件整備等のため、地域移行の実現に更に時間を要する
場合には、例えば、生徒の活動環境を確保するために、

・合同部活動、拠点校方式の導入

・地域の協力を得て、学校の設置者が部活動指導員を配置

するなどして、段階的な体制整備を進める。

部活動の地域連携



美幌町としての対策



種目 学校 １年 ２年 小計 単独可否 ２校計

サッカー
美 中 1 8 9 ×

27
北 中 10 6 16 〇

テニス
美 中 7 6 13 〇

21
北 中 3 5 8 〇

バレーボール
美 中 4 4 8 〇

8
北 中

弓道
美 中 12 6 18 〇

18
北 中

女子バスケット
美 中 4 0 4 ×

18
北 中 7 7 14 〇

男子バスケット
美 中 5 2 7 〇

15
北 中 3 5 8 〇

卓球
美 中

30
北 中 19 11 30 〇

野球
美 中 0 3 3 ×

15
北 中 9 3 12 〇

陸上
美 中 5 7 12 〇

48
北 中 14 22 36 〇

吹奏楽
美 中 6 6 12 △

23
北 中 3 8 11 △

美術
美 中 5 8 13 〇

13
北中

美幌町の中学校の実態（各部の部員数）
R5.11現在



１ 期 日 令和６年４月より
２ 対 象 サッカー部

女子バスケット部
野球部

３ 拠点校 北中学校

対策 ～拠点校方式の導入～

美幌中の生徒

北中で活動

部活動の地域移行に向け、
まずは拠点校方式（合同の部活動）を導入する



【目的】
美幌町立中学校に在籍する生徒のスポーツ・文化芸術における多様なニーズ
に応え、親しみ・楽しさ・喜びを体験する機会を確保するために、拠点校方式に
よる部活動を実施することにより持続可能な部活動の実現を図り、部活動の活
性化や生徒の部活動に対する活動意欲を高めることを目的とする。

拠点校部活動に関する実施要項（一部抜粋）

【拠点校部活動の定義】
在籍している学校（在籍校）において、希望する部活動が設置されていない
生徒のスポーツ・文化芸術における多様なニーズに応えるため、教育委員会が
定めた実施主体の中で、活動することを校⾧が承認した学校（拠点校）で
受け入れる部活動を、本町における拠点校部活動とする。



①学校部活動
【位置付け】

学校教育の一環

②学校部活動の
地域連携

生徒の活動機会の確保

・合同部活動の導入
・拠点校方式の導入
・休日の部活動推進
・部活動指導員の配置

③休日の
地域クラブ活動

学校との連携

④地域クラブ活動
【位置付け】

地域の方々が中心となって
行われる活動

・活動方針や活動状況
生徒に関する情報の
共有

学校部活動の地域連携

受け皿の確保 予算の確保

人材の確保 場所の確保

少子化の中、持続可能な体制

地域の実情に応じた段階的な体制整備

まずは段階的な地域連携
地域移行にむけ

休日の部活動に向けた環境整備を

まずはここから



今後の課題



【出典:スポーツ庁】



今後の課題

〇 スポーツ・文化芸術団体との連携

〇 指導者の確保
・各種団体等と連携した人材バンクの整備
・専門性が高く、地域での指導を希望する意欲ある教師

〇 施設・活動場所の確保

〇 地域の環境整備を推進するための協議会の設置

〇 大会の在り方の見直し 等

〇 財源の確保

〇 学校における部活動の位置付けについての理解の促進



1 少子化の中でも、
将来にわたりスポーツに継続して親しむことができる機会を確保

3 持続可能で多様なスポーツ術環境を一体的に整備し、
子供たちに多様な体験機会を確保

2 これまでの部活動の意義を継承・発展し、
地域での多様な体験、豊かな交流による新しい価値を創出

地域移行で目指す子どもの姿



ご清聴、ありがとうございました


